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　　第一群第一類第三種の諸本゛

　（1）河高叉生氏蔵小山多乎理旧蔵本（以下小山本と称す.）

　縦27糎，横19糎．袋綴一珊．［小山文庫］の蔵奢印がある.

　62ウに次の奥書がある・

　　　　明治廿三年十二月一日校畢

　　　　　　　　　　　　七十五翁小山多乎理

　（2）多和文庫蔵本゛゛（以下多和文庫本と称す.）

　縦26.9糎，横19.5糎．袋綴一冊．「香木舎文庫」「多和文庫」等乃蔵鮮印がある.

　(3)国立東京博物館蔵岸本由豆流旧蔵本（以下岸本本と祢す.）

　縦27.3糎，横18糎.･「朝田家蔵書」の印かおる.

　54ウに次の奥言かおる．

　　　　右堤中納言物語一巻春海翁の蔵本をもて校合をはりぬ

　　　　猶いぶかしきところくすくなからぬに正本なけれはいか丿喧

　　　　せん

　　　　　　　文化十三年正月十日　　　　　　　　　暗　園

　墨付51枚・行数・字詰等すべて多和文庫本と一致している．

　（φ）旧群馬師範学校蔵本（以下群馬本と称す.）

　戦災により焼失したが，昭和８年に荒木田楠千代氏が謄写,坂刷で無実ljされたものがある．それに

よれぼ，墨付・行数・字詰等すべて多和文市本・岸本本と一致していることがわかる．但し原本の

読みヽ難い字体を無刻するに当って，無刻者の筆扉が加わってぃる点もあるらしい‘ので，資料として

は不確実なところが少くない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　第一類第三種の諸本の共通異文

　小山本・多和文庫本・岸本本・群馬本を比咬して，その共通異文をあげると，次の如くである．

共･通異文は，次の順序で記述する．

　番号，拙著堤中納言物語（日本古典全腔）黄･冷冷　による員数一行数，その本文一共通異文．
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（1）35－ 7荒れーナシ(2) 3o-12留るーとま旦（3）3S－14なむと中せはーなど申せは（4）

39－ 2さらさらむーさら些さら旦｀（5j）41－Ｕ何事にかーなに事犯（6）12－1つい給はむとすや

一ついたまはんと室(.7) 42- 8いさよとてーいさ八よとて(8)46-5さまをみむーさまを立み

ん（9）48－ 6なといひてーなといこて(10) 48-13捕ふれはーとらこれは　(11)48-14ゆゆ

しともーナシ(12) 49- 3なとを一息立（l㈲50－ 7事そーこと９（14）50－ 8いみしうーいみ

b (15) 50-15よきーよこ(16) 53-12とてーナシ（17）56－13遥になれはーはる犯怠れは

(18) 60- 7給はさなれは一給はさ亜れは(19)60-8君－ナシ（20j 65－ 1 入るにーいかに（2t）

GG－4∧今より後たに思し知らすか母なちは心憂くーナシ（212/）6G－ 5思ぴ侍らしーお心|ひむつ画対

し(23) 67-10童一ナシ(24) 68-3いみヽしくーいみヽし1 (26) 69－ 9いとーナシ（26）75－

10いふせくてーいふせ< (27) 76-10おはするーおは笠（2㈲78－8時々もーナシ(29) 79-

7いとーいと立（30）80－ 2思ひあへだらむ一見ひあご丘ん（31）81－ 5御ため一怠め(32) 81

一打権少将殿一権の史納言殿十〇㈲8L－2慨やしさにーあやしさi> (3i)82-8本のままとーほ

んのま丿Ξ（35）81－1ゐた芯－いﾌﾞこる登（36）81－7五の君一五の宣（37:）85－ 2うきをーう

き猫（38）8S-７思へと一思旦と(39) 9工Ｔ,6あらせしーあら生し（40）91－10世の人々はー

よ立入圭は(41) 92- ３すぴこ今もーだ八呟も(42) 92-3なむーナシ(43) 93- 2事にこそ一

事に登（44）94－10立ち出てたるをーぢちいて給を(45) 95-13いとーナシ(46) 96-13い

とーナシ(47) 100- 2箆－ナシ(J-8) 102-10にまれ侍らむを貸させ給ヘーにエ立かさせ給へ

　　第三種の諸本の相互関係　　　　　丿

　第三種の諸本の中，多和文庫本・岸本本・群馬本の三本は，前述のような書誌的一致点を有する

のみならす，その本文に次のような共通異文を有するので，その関係の深いことがわかる．

　多和文庫本・岸本本・耕馬本共通異文

（1）36－ 5透垣のつらなる群薄の繁き下に偲れてーナシ(2) 37-11内裏に一立亙（3）39－10

後ヘーうしろ(4) 49-11さまなと一犬さ女|互（5）50－5にのだまふ声－ナシ（0 50-13 いと

ーい< (7) 52- 41突き落せは一つきおとせｻこ(8) 52- 8 さすかにーさすかにさすかに（･9) 53-

6煩はしきけそーわつらはしき至立(10) 55-3我もーわれ互（ｕう55－ 5何はかりーなにはか

り竺旦並良（12）59－ 8 さし寄せよ一冷しよせ圭（13）60－ 1 このーナシ（10 60- 5のたま

へはーのたま旦は（15）60－ 5明後日－あ包二竺（16）6i－ 6いひ過くすーいひす< (17う61-14

いつれもいつれもーいつれくも|（止）621－ Gなりーな玄(19) 62-13給ぴて一給ｹごて（2101）631－

14うち解け一之1, (21) 70-13取り置きつれはーとりおき工つれは(22) 71-15言ひかてらー

かひかてら(23) 79- 21御風の気のむつかしく一御かヤリ|のむつかしく　(24) 79- 7給ひぬ一給

ごぬ（20 84- 8うつろふーうつ丘ふ（邪j）81－ 8明暮－あたくれ(27) 85-7さむはれ軒端の

山菅に聞えむーナシ(28) 87-12うち笑ふ一かちわらふ（29）90－ 2語らへはーかたらひは（30）

92－ iいひけれはーいごけれは(31) 96-14迎へ返してむーむかへ趾てん（32:）98－ 8給ひそ一

給企そ(33) 100- 3 それをＴ元j!（34）100－ 9 ともーと1 (35) 101－ 9新羅の峯にまれーし

らきのみねに庇れ（30 102- 7あらむをーあらんi> (37) 102-11またぎなくは破談にても貸さ

せ給ヘーナシ(38) 104一士諸心－もろに

　岸本本は，およそ330ばかりの独自異文を有し，群馬本はぷヽよそ550ばかりの独自異文を有する

が，しかもなお両者の間には，次のような共通異文がある．このことは両者の間の関係を示すもの

である．おそらく群馬本の方が後に位するものであろうが，岸本本の直接の書写であるとする確証

は無い．

　岸本本・群馬本共通異文
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（1）39－ 1御伯父の一御を旦の　C2) 39-4竃はーはな匹　(3) 46- 8召し寄辻てーめしよ悪て

(4) 48-14蝶はーてう立C5) 53-14見給ぴつらむよとて一見湘ひつらん圭て（㈲54－ 8毛の

末－けのす座（7）58－ぐ思ふにやーおもふ庇や（8）58－5ゐだるーゐなど（9）60－ 1雲かく

れーか亙かくれ（10j）64－9十日宵一十召よひ（11）70－ 7赤くなりてーあてなりて(12) 72-

2.かうかうーか息
く（13）72－10いろいろ・い息く（10

8t－ 8 おのおの二か左く(15) 8ゴー

４あるをーあ友を(19) 88-15ありしをーあ丘しを　(17) 89-11いひたりしかはーいひたりし

かt (18) 90-12しそく二し些く(19) 90-13殿の事,一大旦事（20）93－3今まてーいま左て

(21) 94-5すみ|はつるーすみ|亙つる(22) 94-11ささやかにてｰﾚさやかにて(23) 95- 9泣き

行くーな三行(24) 98-3ひききりーさま上り(25) 98-15むくつけくーむくつけエ（26）104

－1上の方にーかみのかた拉

　多和文庫本は群馬本との間には共･通異文を有しないが，岸本本との間には，次のような共通異文

がある。

　多和文庫本●岸本本共通異文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，

(1) 50- 6事をもーことを(i (2) 53-14虫をしもーむしをしt (3)67-2隙なけなるーひヶまけ

なる（068－7おなかまーおなか圭互（5j）91－3明きにーあか２きに

　しかし，多和文庫本と岸本本との間の直接の書写関係の存在を示す確証は無い．多和文庫本は，

独自異文およそ５ぽかりで，岸本本や群馬本のような独自異文の多いものからの書写とは考えられ

ない．従ってこの三本の間には，次のような関係があると考えられる．

　……は直接の書写関係か否か不明であることを示す．

:………岸本本………群馬本
｜　　　　　　|●●･ E

W　● 多和文庫本

　小山本は，多和文庫本との共通異文を有せす，群馬本との間にはすこ七１か所(63-3中将か一中

将２）あるにすぎない．岸本本との間には，次のような共通異文がある．

　小山本・岸本本共通異文

(1) 49- 2かはむしはーかはむし尤（21）419－ 7いなかﾌﾞごちーいなだも(3) 51-10著あげてーき

あとて（0 52-15 見て来とーみ趾と　（5j）64－13余所だからーか立なから　（6）78－ 2今は一

尤は(7) 79-6すすめ奉れはーすゝめ左れは(8) 86-11御前こそ一御まへ圭立(9) 86-14の

たまふにーの給査(10) S7-14見しもーみし強（ｕ）89－ 6いみしくーい互しく　(12) 90-14

書きーかきし(13) 92- 1男－なと(14) 93-9知り友:るｰヽしり翌る　（15）93－ｕホヽはせ一分

はせ^ (16) 96-14なりなむーなゑらと(17) 98-9簾をーすたれ尤（岸本本す支札尤）（18）

98-12思ひてーお心ひ（1㈲100-9モれにも一夫も

　次に，小山本は多和文庫本・岸本本との間に，三本の共通異文を有する．

　小山本・多和文庫本・岸本本共通異文

(1)49-3党えね.は一おほえねと(2) ti2-3 これをーこれ友(3)57べ4風は一風に(4) 69

13かかりたる一力いり怠る（5）70－12をかしーをか左C6) 86-15何事一何事旦

　小山本は，岸本本・群馬本との間にも次のような共通異文を有する．

　小山本・岸本本・群馬本共通異文

（1）48－9あらなむかしーあらなんかこ(2) 52 －12 顕なりーあらはな互（3）76－ 8給ふに一給
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1（4）84－4竜胆はーりんたう重（0 94－ i思ふにーおもふ趾丘（6）96－ 5たり一註り（7）

101- 3 なれとも一友互とも

しかし，小山本と多和文庫本・群馬本との共通異文は無い．

　かくの如く小山本は，独自異文をおよそ工60ばかり有し，多和文庫本との共通異文は無く，岸本

本との共通異文は上述の通りであり，群馬本との共通異文は僅か１か所である．さらに小山本は岸

本本・群馬本との共通異文，多和文庫本・岸本本との共通異文を同じくらい有する．多和文庫本は

岸本本・群馬本と多くの共通異文を有する．，このような諸条件をみたす関係は，次のようなもので

あろう.

　　　　　　　　　＿　　:･.‘･･･/jヽ山本

　　　　j　　　　　　l……　　　　［一二Ｊ二つ　　E………岸本本……群,賜本
　　　　　　　　　　　　………二口‥゜･゛ ：
　　　　　　　　　　　　　　ト　　，　　/　　　:………多和文庫本

　　第一類の諸本の共通異文

　これまで述べて来た第一種・第二種・第三種の諸本が，同じ第一類に属することは，次のような

共通異文を有することによって明かである．

（1）37－ 9かけさりしかたにう吋さり･しかたに匹　（2）38－9あらしとーあらしと1 (3) 38-

15をかしけにそーをかじけ重（4）56－3もとかしけれはそかしーもとかしけれはごかし（5）

53-4まもりてーまも立で(6) 83-10見袷ヘーみ給へ些（7j）81－3女院のわたりにこそ一女

院のわたり些重（㈲86－ 9 あれは二よ盈れは(9)88 －15 人は一昆（10）98－ 7 うちさうとき

てーさうそきて（1D 98-11きろきろとしてーきろくしてC12) 99- 5 これをはーこれを（13）

99－ 6かしこにはーかしこに（14）99－ G し侍るなるにーし侍るに

　　第一類の諸本の相互関係

　第一類の諸本の中，第一種の諸本と’第二種の諧本とは，次のような共通異文を有する．

　第一種・第二種共通異文

(1) 56-1ねなかき一盈かたき(2) 61- 7またきにーまだきにfi (3)92-8ものもーもの

これによって，第一類の諸本の中，第一種と第二種の諸本の間には，近い関係があることがわかる．

　第一種の諸本と第三種の諸本とは，次のような共通異文を有する．（前回゛゛に述べた第一種の共

通異文１ ・３・４・ｎ・１４=･１ちは削除する．叉，南葵文庫本・画崎文庫本共通異文3 ・19は削除

する.）　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀I

　第一種・第三種共通異文

(1) 91-11人こそ一大きそ

第一種の諸本は，小山本との間に次のような共通異文を有する．

第一種・/j

(1) 39-10

文　　　　　－

(2) 49- 5角のしつのい** (3)80-1いうにーいうに*** C4) 90

゛　ここは拙著が，第一類諸本共通異文を採用した所である．

゛゛松村誠一　堤中納言物語伝本考匈高知大学学術研究報告第４巻第40号昭和30年12月

゛゛゛ここは拙著が，この共通異文を採用した所である．

-
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14あらはー必至は

　第二種の諸本と多和文庫本・岸本本・群馬本との摺には，次のような共通異文がある．（前回に

述べた第二種の共通異文１・２・５・１７は削除する.）

　第二種・多和文庫本・岸本本・群馬本共通異文

（1）38－9えあらし一血重あらし(2) 72-8夕霧－ゆふき尨

　第二種の諸本と小山本・多和文庫本・岸本本との間には，次のような共通異文がある・

　第二種・小山本・多和文庫本・岸本本共･通異女

（1）44－　せきあへね一匹きあらぬ

　以上のようないろいろの条件をみたすには，第一類の諸本の間に次のような関係があるものと推

定される.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:………第一種
ｒ ・ j_!･‥

｜　　　　　　ﾄ●●

　　　　　　　　f………|　　　　　レづ

･浜臣|日蔵本

･小山本

E………l　　　　　j･バ
岸本本……群馬本

:………多和文庫本

　　第一群第二類の諸本　　　　　　　，

　（1）大東急記念文庫蔵久原文庫旧蔵大野広城標註本（以下久原文庫本と称す.）

　縦24.1糎，横16.5糎．袋綴一冊．「大野樵園文庫」「木村正辞図書」等の蔵書印がある・

　35オに次の奥書がある．

　　　　文化十酉卯月於麻生園書写了

，　　　　　　　　　　　藤原美波留

　表紙の見返に押紙があり.，その終に次の記載がある・

　　　　文政四巳年正月大愚校本をもって対

　　　　校了後以朱私考書入追而標註となす

　　　　へくなん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･．

　　　　　　　　　　　　　大　野　広　城

　35オの前述の奥書の前に朱で，「大愚校本奥言」として，次のようにしるしている．

　　　　右堤中納言物語全部一巻四天王寺明静院蔵書申出誂他筆書写之一校了並以朱加私考者也

　（2）国立国会図書館支部静嘉堂文庫蔵山田常典本（以下山田常典本と称す.）

　縦27糎，横18.8糎．袋綴一冊･

　86オに次の奥書がある・

　　　　嘉永二年しはすのすゑの八日一校了本云本居氏

　　　　校合の本かりえて写畢天保八年八月廿五日百井為衡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田常典

　　　　　　　　　　　　　　　　しるす

　（3）国立国会図書館支部静嘉堂文庫蔵松井簡治博士旧蔵大野広城自筆本（以下大野広城本と称

す.）

　縦25.7糎，横18.8糎．袋綴一冊．「大野樵園文庫」「松井蔵書」等の蔵書印がある．
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　　　　　　　　　　　　　　-

　85オに次の奥書がある．先ず文字の輪廓のみを以て

　　　　元中二年三月書写　　　　　μ

　　　　　　　　　　亜相（花押）

としるし，その右肩に小さく「古写巻物奥書真書」と註記してある．次に三行にねﾌﾞこって朱で，

　　　　右堤中納言物語一巻四天王寺明静院蔵書申出

　　　　誂他筆書写之一校了　　　　　　＜

　　　　　　　　時安永七戊戌首夏中旬　大愚

としるし，次に，

　　　　右校本次第者朱校明静院本栗色山岡明阿本

　　　　藍色元中二年巻物之与也　　忍辱舎（花押）

とある．次に85ウに，

　　　　天保五午年九月得校本再令書写了

　　　　　　　　　　　　　　　　大野広城

とある.

　（４）国立国会図書館支部内閣文庫蔵本（以下内閣文庫本と称す.）

　縦25.7糎，横19.1一糎．袋綴一用･．「浅草文庫」「昌平坂学問所」「大学蔵書」専の蔵書印がある．

墨付・行数・字詰をはじめ，真書も大野広城本と一致している．大野広城本に朱・褐・藍の三色で

校令されていたものは，すべて墨を以てしるし，その上部に，それぞれ朱・褐・藍の小点を附して

いる．これらの点から，本書は大野広城本を忠実に模写したものであることが明かでから.

　（5）京都大学附属図書館蔵伴信友校本（以下伴信友木と称す.）

　縦27.3糎, It 19.1糎．袋綴一珊．「身後候代我珍蔵人伴信友記」などの蔵書印がある.

　61ウに次の奥書がある．先ず朱を以て，

　　　　右堤中納言物語一巻四天王寺明静院蔵書申出　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　誂他筆言写之一校了

　　　　　　　　時安永七戊戌首夏中旬　　大愚

　　　　　　　　　天保四年十二月以件本校合完　　信友

次に褐色で，

　　　　　　　　　　　　　　　亦他日以一本再校了

　　　　　　　　　　　　　　　為自己便覧句読聊加頭書傍書

次に藍色で，

　　　　　　　　　同五年二月二日夜以一本灯下校合了

次に褐色で，　　　　　　　　　　Ｉ　ｒ　　　戸

　　　　　　　　　同六年八月十二日亦以一本灯下校了十一月十目亦同

　　　　　　　　　同,九年十一月八日亦以一本校畢

とある．

　　第二類の諸本の共通異文　　　！

　第二類の諸本は､、次の如き共通異文を有する.

（1で）35－5木かけーほかけ(2) 35- 7き）はれけに一一あはれけふ(3) 35-8人気なき一人そなき

(4) 35- 9給ひしーだまへし(5) 36- 1 ものせよーものさよ（６）うしろめたくてーこゝろめた

くて（7）36－ 6なるーな■k (8)36-8明きーあかきに（9）36－ 9歩み来るにーあゆみくる

（10）36－13たたーナシCU) 37ニ・1ささやかにーさゝやかう(12) 37- 5御けしきーはけしき
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(13) 37- 8 めやすくーめやすなう（1幻37－iO源中将一中将(15) 38-9召し出ててーめしい、

て（10 38-11 ゆゑつきてそーゆゑつきて（17）祁－15なりけりーありげり(18) 39-8気

色－をしき(19) 39-9給ひて一給りて(20) 39-12こはーこそ（20･39-13給ひて一給り

て(22) 39-14給ひてーたまへて(23) 39-15給ひてーたまへて（24）40一士古ひだるーふ

るへたる（25）40－ 2をこかましうーをこまかしう　（2㈲41－ 2ついゐ一つい（27）公一３殿

にーときに（2㈲41－7織物のーをりもの(29) 41- 8たたなはりたるーだｙなはり巡に（30j）

42-4思ひもーぷヽもんも(31) 42-5立.ちよりたりしかは一穴ちよりしなりしかは(32) 42-8

しはしーくし(33) 42-15聞えさせて一聞んさせて(3i) 43- 3 けはひーやはひ（35）43－3

行ふ･-おと’なふ(36) 43-4風－にや(37) 43- 8なりけりーちりけり（:38) 43-10てこそー

て（3㈲43－1多さてもーさはも　（40:）43－14あるしーありし（41）赳－ｉ忍ふにやーしのふ

とや(42) 44- 5喚ひてーよひ（43）赳－13せきあへぬーてきあらぬ（４０　Ｕ－14あはれに

－あはれと(45)46- 1按察使の大納言－あわちの大納言（46ﾐ）’46－ 1住み給ふーナシ(47) 46

－5能箱－ことこ（48）如－６かはむしーかくむし(49) 46- 6さましたるーさまくたる（50）

46－ 6 こそーとそ　(51) i6-9にはーに(52) 46-10あるーなる　(53) 46-11白らかにーし

ろうにCoi) 47-5あやしき事そとｰ･あやしきとそと(55) 47- 6恥しーみつかし（50 47･一一

7あやしやーあやし（57）47－ 8かはむしーかやむし(58) 47-14案しーありし(59) 47-15

出て立ててーはてたゝて(60) 47-15給ふなりけり一給はりけり　(61) 48- 3かはむしなから

ーはかむしなかは(62) 48-9とかとかしきーとりくしき(63) 48-10めて給ふーめは給（64）

48-11けしからすとそ覚ゆれーけしからすこそお(65) 49-5なそとーなと(66) 49-11いみ

しくーいとして　（67j）49－Ｕいろこたちだるーいろこ戈かだる　（68:) 50-2顔ほかやうにーほ

たのやうに（6D 50-6しかしかと聞ゆいとあさましくむくつけき事をもーナシ（70j）50－8よ

く見給へはーとくみ給へは（7lj）50－12けしからぬーけしきらぬ(72) 50-13おほつかなかり

なむーおぼつかなヽ･ヽりなん(73) 51- 3按察使－あわち(74) 51-O草木ともに一草にともに

(75) 51- 8事－もの(76) 51-9ここもとにて一爰もとて（77ｙ51－ 9荒らかにーあとかに

(78) 51-10衣－さぬ（79:〉51-14見ﾊﾞこくくーみにくし(80) 51-15練色－なり・（81）52－

3落さてーおしさて(82) 52- 5 さし出ててーさしいとま･^ (83) 52- 6 さいなんあるーさいな

んあか（80 52-6 こよなくーこよなく　(85) 52-7あやしーあやにあやし(86) 52-9いみ

しーいとして87) 52-15かしこーかしと（88）53－ 2拾ぴ入れてーひろひけれは（8㈲53-12

給へる一給へと（90）54－ 3呼ひ入れてーかひいれて(91) 54-8あだるーあたら(92) 55-

2物忌ともーものいみともを(93) 55-3行き違ふはーゆきちかふを（90 55- 4見ゆるーてゆ

る(95) 55- 5思ひわけ一思にわけ　(.96) 55- 6薄色－かすいろ（97:) 55- 7髪脛はかりある

ーかみつきいきある(98) 56- 3もとかしけれはそかしーもとかしけれははかし（99:) 56- 8上

はーナシ（100）57－ 2なりーなく（101）57－ 3 見奉らむーみにてまつらん(102) 57-3萬－

まろ(103) 57- 6かくーからと(104) 57-6候ふ男一族を（100 57-14 ほのめかさすやーほ

のあかさすや(106) 58- 6問ひーこひ(107で) 58-13党え一計ほし（10㈲59－4うち歎かれて

ーうちなけれて(109) 59-5余りなるーあまりぬる（ｕo）59－ 6なかめ･-なかり（ｕＤ ５９－６

始まるをーはレまるをはC112) 59-8ふさはぬーふきはぬ(113) 60- 1雲－ナシ（ｕ4）60－

　1光一をり（U5）60－ 1殿上人－とむ上人（116）60－ iなどはーからは（U7j）60－ 2ねふた

　けにーねふたけた（118）60－ 5根合－ぬあはせ（ｕ9:）60－ 5何方にかーいつかたには（120）

　引き取りーひきたり(121) 60ニ７あやめもーあやなし（122）60－ 7給はさなれば一給はさなれ

　と(123) 60- 8 こそはーこそ　(124) 60- 8此方にーこなたに七　(125) 60-11三位中将を一

　三位中将(126) 60-15おりたち＝かり穴:ち(127) 60-15をかしうーをかし(128) 61- 1聞
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かせーきかこと(129) 61-9給ふめり一給けり　（13㈲61-10見えすーみぇて　(131) 61-11

いたうーいたりC132) 61-14心々に＝41ヽくも（1j3）61－15なほーナシ(134) 62- 3 まもり

ーまとり　C135) 62-8ひきっるーひきける(136) 62-12いっれともーいっれとは(137) 63

－6愛敬っき一色い行けき(138) G3-12事ともーことゝは(139) 64- ]左－ひかり(140) 64

－3慕ひぬへくーしたへぬへく（!41) 64-4いたう更サぬらむとてうち臥し給へれとーナシ(142)

64－ 7なり立ちしーなりたちし(143) 64- 9地一つき(144)消息－けうそく（145）65－ 2埋

れーうっもれ(146) 65-8おはしたりーおほしたり(147) 65-10さまそーさまも(148) 65-

10人も一人と（!49）65こ1卜こそーとそ(150) 66-3こそはとーこそいとri51) 67- 5全き

にーま･たき(152) 68- 8争よりーいまに(153) 68-12上.とのーうゑこの　(154) 69-3まろは

ーまろも(155) 69- 7なり行くをーなり行(156) 69- 7于－こ子(157) 70- 3 ままにーましに

（158）70－4侍従－しう(159) 70- Gままもーようも（160）70－ 7顔もーかほと(161) 70-

9給ふなれ一給ぬれ(162) 70-9よは内大臣殿のーナシ(163) 70-12それーだれ(1C4) 70

－13いへはーいへとC165) 70-15よからすーはからす(166) 70-15髪一ナシ(167) 71-1

こよなくーとよなく　(168) 71-リ

ぬ（171）71－10ありっるーありっゝ　（!72) 72-3たるーだゝ　(173) 72- 5いかにそこのー

いかにそとの(174) 72- 6仏一助(175) 72- 6いひむへるはーいひあへる是（7176）72－ 7疾

くーとた（177）72－ 8夕霧－ゆふさり　(178) 72-M昨日の子一昨日のに(179) 73- G思ひ

得っ一思ひはっ(180) 74- 4有様にーき）りさま（181）74－4給ひしに一給へしに(182) 74-

7候へはーうへは(183) 74･-Ｕ海ほとのこもりーおほこのこもり（18幻75－6いかがーいと

(185) 75－ G さるへきにーさる人きに（186）75－ 9御住ひーわすまひ（187）76－ 3たりーナシ

(188) 76-13聞き給ひて一聞え給て(189) 77-13権少将－このゝ少将（190）78－ 2折もーを

りし(191) 78- 2いととべヽとい　(192) 78- 2かるかるしうーのかくしう(193) 78-3述

へむーおかへん（!94) 78-4すすめ奉るーすぃぐ）給へてまっる(195) 78-4:我にもあらす時々

おはする折もありけりーナシ(196) 78- 6給へるに一給へるにと（197）78－ 7なとーナシ(198)

78－ 9侍にーさふらひも　(199) 79-び必すーかならすす（200）79－ 8 参りぬるーまゐりぬ

と（201）79－ 9限りなくーかきり　(202) 79-14給ひてむや一給はんや(203) 80- 3 さまさ

まーうま
く

（204）80－11わかく一色力ごく　（205）81－ 2かき抱きてーかきいたき(206) 81-5

思しなせよにーおほしなせよ　(207) 81-ヽs例の漏らしにけり男も女も何方もたた同しーナシ

C208) 81-11深きしもーふきしも（209）81－12あやしさに一左）やし(210) 81-13奉る一奉る

に(211) 82- 3 なれはそーなれはやC212) 82- 5優るー夜さり(213) 82- 6 とりとりなりけ

るーとりく中也(214) 83- 2 聞ふしーきし(215) 83- 4 あなれはーあれは （21㈲83－ 8 は

っかしけにーもっかしけに(217) '83-11たるーてるC218)混一３わたりにこそーわたりにも

(219) 84- 6 中宮は一中官民に(220) 84-11へき一人t (221) 84-12給ひし一給へし(222)

84-13道理とーことわりそ(223) 84-13見奉りーみぇてまっり(224) 84-15御おととーお

とと(225) 85- 6さてーさは(226) 85- 8芭蕉葉とーはせふはは(227) 85-12うきーうさ

(228) 86- 4 したりかほにもーしたりかほにて(229) 86- 5なてしこもーなてしこは(230) 86

－6みな人々もーみな

く
も(231) 86二７給はね一給はねは(232で）86－10みたれてなひくーみ

たれてなひぐ(233) 86-13咲くかと.一さくとは　(234) 86-14寝入りにけりーねはりにけ

り（235）86－15侯はねは一候はねと　、(236) 87- 3また寝るをーまたゐるを(237) 87- 6 よ

曇 ここは拙著が，第二類諸本共通異文を採用した所である．



堤中納言物語伝本考徊（松村） ９

そにてーよそとてC238) 87- 6いととーいとも(239) 87- 7更けぬれはーふ.けぬれと(240)

87－ 9 こそーこと(211) 87-10人はーナシ(242) 87-12給ひつやーだまへつや(243) 88-

1一所－ひはころ(2M) 88- 9宮はら一五は■^ (245) 88- 9一人つつーひとのは･^ C2±6) 88

－15人はーナシ（217j）89－ 1御人は一御人か(248) 89- 2 とらへっへきーこしへつへき（2より）

89- 6ほともーほとし　（2鉄）89－ 8 引き放ちてーひきはなち　(251) 89- 8 入りしをーいり

にしを(252) 89-11さわかぬーさわらぬ(253) 89-12少くそーすくるごと(254で）90－1は

らからといひいみしくーはらといつはみして(255) 90－ 3かかるーかく(256)りO－7あやしく

もーあやしさも（25句90－ 8 もののさまかなーもの匹

もはさらん（25㈲90－10なともーなとそ（260）90－10この人のーこせち人の　C2ol) 90-

10心がけ一心よけ（262）90－10知らはやーしみはや(263) 90-11ｿこた今これをそ一穴八ま

うむれを毛　(264) 90-12しそくーしみく　(265)給へる一給へは(266) 91- 5今はーいらは

(237) 91- 5聞きてーきゝつけて（幻8）91－ 5なめれーなけれ(269) 91- 7 さるへきーさる人

き　（淑㈲9i－ 9 本意－おす　C271) 91-11こそーとそ　(272) 92- i 侍るなと一侍るかなと

(273) 92- 1男－をとうヽ(274) 92- 2はかりはーはかりも(27o) 92-4給ヘーたる給へ(276)

92－14端つ方－こしつかた　(277) 93 - 1かくいふよとーかくいふまゝ　　ぐ278) 93- 2 事.にこ

そ一事よこそ(279) 93- 3いつちもいつちもーいつちとく　（280）93－ 3 今まてーいからて

（281）93－4あらすーあかす(282) 93-10おはしますーおかします(283) 93-12焼かせーをか

せ(28i) 93-14今の人一心の人(285) 93-14なとも誰にか借らむ送れとこそいはめと思ふも

ーナシ(286) 9i- 3忍ひてーしのひと(237) 9i- 3明きにーあかきと(238) 94- 7牛－こし

(289) 64- 7九九近き一穴もちかき(290) 94- 8馬－こま(291) 94- 9思へと一思へは（2∂2）

9圭一10乗らむーあらむ(293) 9琵４多くはーおうくは(294) 95- 4一人－はかり　(295) 95

－７具せさせーくけさせ（293）㈲－4馬にーこり八に(237) 96-6往きけるにーいきけるとに

(293) 96-8恋ふるーかふる　(239) 93- 9 いふにそーいふそ(300) 96- 9竃－わらははかり

(301) 96-12迎へ返してむ…99-10をかしけれーナシ（302）100－ 6さてはーさらは(303)

100－ G我が国にはーわかくにもは（301）100－ 8かしたいしーかくたいし（305）100－ 9侍り

て一侍そ（300 101一一i我がーナシ（307）101－ 6絶え間－だｙ間(308) 101-11この頃－ひ

とろ(309) 101-14かかるーから(310) 102 － 2 寂－にすま(311) 102- j檜皮屋７.ひとたや

（肌2) 102- 3大炊殿－ホヽほゐまC313) 102- 3 よう侍.札とーより侍れと(314) 102- 6真菰に

まれーまこもにもまれ(315) 102- 7菅薦－すゝこも(316) 102 － 7 十布のーとふり―(317) 102

－8な賜ｺヽそーなたまへそ(318) 102- 8生松原のほとり,に出て来なる筑紫慾にまれみるをか浦

に刈るなる三総慾にまれーナシ(319) 102-nようーはう(320) 102-12布屏風－ぬのゝひや

うふ(321) 102-12 にもあれーにてもあれ(322) 102-14丸墜－よろにらぴ(323) 102-15

けふりか崎－けふりのさき(324) 102-15鋳るーいき(325) 103- 2うつなるーうつ(326)

103- 3 とび片岡－こむかたをり(327) 103 － 4 信楽二しうらき(328) 103二５浦島の子か箱－か

らしまのとかかは･こ　(329) 103- 9野洲－やと('330)-103･－14一つら一一石ら(331) 103-14

いるへきもしこれら貸し給はば心なからむ人にーナシ(332)･103-15かけろにーかけつに(333)

104ﾆｰ-１賜ヘーブことヘー(334) 104二５給ひそ一給へ(335) 104- 5ものーナシ（336）104－ 7事，

のーもめ(337) 104 － 8 いかにいかにそや二いかにそや(338) 104 － 8 覚えしかはーおほえしな

　　ｄ　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　，●　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
-･ｇ　　　　　　　　丁-.　　　　　　　　　　　　｀　　9　　　　　　　　　　「　　　「-　　　･゜

（33㈲105－ 4事･とーもの卜一　（340）105－ 4 ひき過ぎぬーひきヽゝぬ　(341) 105-5必衰ﾌﾞこーあま

　　　　　　I　「　　　　　，　　｀　I.　　　　　　・　●　　　　　●　　　　　　　　I●● F●　i
-■

だの(342) 105- 6ゐたらむーぬらん

　．●　　　　　　　　　　-●　　　　●　　　　　　　●･■･　　　　　ｉ　　　　　　　　　・　　皿　　　　●1●
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　　第二類の諸本の相互関係　’｀

　第二類の諸本の中，久原文庫本と山田常典本とは，次のような共通異文を有する．

　久原文庫本・山田常典本共通異文　　，

（n 38-15 をかしけにそーをかしせそC2) 41-5二附け一二つの（3j）4i－8そこはかーとこ

はか　C0 42－7ありてーのりて（５）紹－ｎとこそーこそ(6) 43-12なりやーはりや（7j）

44－2ゆかしうてーゆかして（8j〉妨－３見しにこそーみしふい

17 -12蝶－てはふ（1n 50-12,作りだる一つりたる(12) 61-1さまことなるーさまのことな

る(13) 52- 3追ひおこせよ一おぴおらせよく（10 53-e煩はしきーわつゝはしき（1㈲53－

11扇してーあふきくて（工6) 54-･卜とごりてーこまりて(17) 57一打収らすれはーこらすれは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　rl(18) 57-13清け一合かけ(19) 59-9恨みーこしみ（ふ））60－2すさましけなるそーすざりし

けれかを(21) 61- 6右のーすきの（欧）62－2さらにーさらき(23) 62-4心地よけ一心ち

ょろ(24) 62-4折にーをりき(25) 62-13忍ひ･やかにてーこのひやかにて(26) 63- 9ｲ寺る

ーはへに(27) C8-1出て入るーいていか(28) 69-8見もつけられーみつけられC29) 69-11

さわ〈－さかく　ぐ30:〉70－ 6思ぴまうて一思含かて(31) 71- 2かねてーと居て(32) 73- 2た

たーだし(33) 73- 6 さるへきーさる人t (34)74-4つけても一つても(35) 74- 6はかは

かしくーはかくしつて(36) 75-2奢かすーからす(37) 75- 3聞きーきて(38) 75- 7いと

とらうたくーいとたちうた■^ (39) 79-15男君一仰君（40）80－ioこれもいとーこれもいとこ

れちいとCd-1) S3- 7 しつつ人の上－し七）らんのうへ(42) 85- 8奉るーにてまつる(43) 86-

4とのたまへはーこのﾌﾞこまへは(44) 86-13たのまるるかなーたいのまるｉ哉（45）88－ 2い

かにーゆかに（46）89－ 8だからーなかみ(47) 89-10にほひやかにーにほほやかき（48）90

－14あんなるもーあんなき･も(49) 91-6通はせて＝かにはせて(50) 91-9口惜しけれとー

くちをしまれと(51) 92-2奉らぬを一奉てまつらぬを（52）92－ 8 しめりたるをーしめりだる

いせ(53) 92-12土犯すへきを一つひをらすへきを（60 93－ 6泣き暮らすーなきへらす（55）

93-10侍らさりしかとも一侍らり=かしかとも(56) 93-11清けにーさよけに（57j）100－ｕあ

るはーあり（58）101－ 3 も,のーみめ（j9）101－ 6 さらすはーさらもは（60j）103－ 4 折敷－な

しき（61）103－4,あめのしたーあめしさ(62) 103-10みちくの島－みちしの島(63) 104- 4

思ひ入り一おもはり

　大野広城本・伴信友本は，次のような共通異文を有する．

　大野広城本・伴信友本共通異文

（1j）38－ 9かくはえあらしｰ,かくこそはあらし(2) 38-15をかしけにそーをかしさそ(3)41-

5街帳一御きやう(4) 42- 2‘いと美しき児さへ出て来にけれはあはれと思ひ･聞えだから厳しき片

つ方やありけむーナシ（5）斡－８かき抱きてーかきたるみへ（6）43－ 3人すくななる一人すく

なく(7)43-11給はさりけむどこそ一給はさりけんとそ. ( 8 ) 43-12なりやーはかりや（9）

45－ 3見しにこそーみしに□発（10）ｊ－12蝶－てはけ(11) 48-15いととーいとく(12) 49

－5角のーあいのり(13) 49- Gひさまろーひさきつ（14）49－ 7いなかたちーいなるたち(15)

50-9給へりけれは手に取り持ちて一綸べりけれはとてとく持て（:16) 51-1さまことなるーさ

のことなる(17) 5J-2いかて見てしかなと思ぴてーナシ(18) 52-3迫ひがこせよーおひお

ちせよ(19) 53- 3桂－うき(20) 54-1見思ふへきーおもふへき（20 54－ 6問ひてこそー

こひてこそ(22) 54- 8かはむしにーかはむしの(23) 56- 7疾くーナシ(24) 58- 5摘みー

ヘは(25) 58- 9有様－あかさま(26) 59-9恨みーこらみ(27) 60- 2すさ玄しけなるぞー

すけれかを(28) 60-13聞えさすれはーきこえてさそなは(29) 61- 3根ともーナシ(30) 61
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一6右のーきの（31）61－ 7いﾌﾞこうーいたし(32) 62-4折にーをり（33で62-13忍ひやかに

てーこのひやかて（34）63－ 9 にてーナシ（30 67－ 2立ちかくしつへく一穴ちかくしつ-^ (36)

68－1家－いて　C37) 69-11さわくーナシ（38）70－ 6思ぴまうてーまかて（39）70－i3た

るーナシ（40j）71－ 2 かねてーと君と（41）71－ 7 ゐたるさま美しうち見廻して渡りぬこのあ

りつるやうなる竜一ナシ､C42)72- 9三まかりーみはから（43ﾐ）74－1昔物語－むかしの語（盤）

74-4つけても一つも(45) 74-･6はかはかしくーはかくしよ(46) 74-10少納言の君一中

納言の君（47:) 76-15このかみーこのみ（4㈲77－ 2なりーなれは（4㈲77－ 8にてーナシ

（50）78－15風にや一世にやC51) 79-15男君一君（52ﾐ）82－1今一方－やひた（53）85－ 8

奉るーにてる　（54）87－ 6あかぬーありぬ(55) 87-9覚えなく一おほえなき（56）88－ 2い

かにーゆめにC57:〉89－ 3折のみー’をりのも(58) 89- 7思ひたのめてーしためて（59）89－

8息ひなから許してき一息なかてき（6㈲89-10にほひやかにーにほやかき（6D 90－10 この

人を一此人も(62) 90-14あんなるもーあれなきも（63）90－14書きつけーかきつ斗（64）

91－ 6通はせてーかにせて(65) 92-8しめりたるをーしめりたる（60 92-12 土犯すへきを一

ついをらすへきを(67) 93- 7おし立ちてーおりたちて(68) 93-10それはーかかれは(69)

93 －10 侍らさりしかとも一侍らかしかと(70) 94- 7 ところせし一所をし（71で) 95-5門－と

(72) 95-15ゐてーにて(73) 101- 3 ものなれどもーみヽなれとも（74）101－ 4 隠家にとーかく

れかにも(75) 101- 6 さらすはーさらは(76) 102- 2たたのーナシ（77j）102－ 4 ところせか

るへし一所をかるへし（78）103－ ４折敷－しt (78) 103し４連り簑一つう.りみの（80）104－ 4

思ひ入り一息り（81j）104－ 4 諸心にーもろこしに(82) 104- 5ふくつけたりけるーふてたりけ

るC83) 105- 1殊にーこりこ(84) 105- 4思ひかへせは一思ひかへは

　かくの如く，久原文庫本は山田常典本と多くの共通異文を有するが，その相互関係を明かにする

資料が無い．

　大野広城本と内閣文庫本との関係は，前述の如く明かであるが，これらと多くの共通異文を有す

る伴信友本との関係は明かでない．

　今，かりに第二類の諸本の相互関係を推定すれば，次のようになるであろうか.

　　　　　　　　　　　　:………久原文庫本………山田常典本
|¬･‥Ｅ

-　● :………T大野広城本--一内閣文庫本
●　　　-　　　●:………i　　　　　　l……E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:………伴信友本

　（附記）本稿を草するに当り，河島又生氏・松岡茂春氏・国立東京博物館・東京大学文学部国文学研究室・

大東急記念文庫・国立国会図智館支部静嘉堂文庫・国立国会図書館支部内閣文庫・京都大学附属図書館・熊本

大学附顔図書館吉川尚氏・高木常子氏･から，閲覧或いはマイクロフィルム撮影について多大の便宜を与えられ

た．あつく謝意を表する次第である．

(昭和31年９月29日受理)
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